
〔
商
法
四
八
○
〕
　
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
効
力

（
榊
鞭
華
蕪
籍
部
判
決
）

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
い
わ
ゆ
る
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
は
賭
博
に
該
当
す
る
か
ら
、
公

序
良
俗
に
反
す
る
違
法
な
行
為
で
あ
り
、
当
該
取
引
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
失
及
び
弁
護
士
費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
民
法
九
〇
条
・
七
〇
九
条
、
金
融
先
物
取
引
法
W
、
金
融
商
品
の

販
売
等
に
関
す
る
法
律
二
条
一
〇
、
証
取
法
二
〇
一
条
、
金
融
商
品

取
引
法
二
〇
二
条
、
刑
法
一
八
六
条

〔
事
　
実
〕

　
X
（
原
告
）
は
、
昭
和
一
一
年
生
ま
れ
の
男
性
で
あ
り
、
昭
和
三

八
年
こ
ろ
よ
り
精
神
障
害
の
病
歴
を
有
し
て
い
た
が
、
平
成
一
七
年

二
月
一
九
日
に
統
合
失
調
症
と
確
定
診
断
さ
れ
、
平
成
一
七
年
六
月

二
九
日
に
、
千
葉
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
後
見
開
始
の
審
判
が
確
定
し

た
。
Y
（
被
告
）
は
、
外
国
為
替
取
引
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
株

式
会
社
で
あ
る
。

　
X
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
中
旬
よ
り
、
Y
会
社
等
よ
り
相
次
い

で
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を
勧
誘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
二

月
一
一
日
よ
り
二
一
月
一
四
日
の
間
に
、
Y
と
の
問
で
の
相
対
取
引

に
よ
る
豪
ド
ル
の
売
買
を
行
っ
た
。

　
本
件
取
引
約
款
等
に
よ
れ
ば
、
X
Y
間
で
行
わ
れ
た
取
引
は
、
以

下
の
内
容
を
含
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
取
引
は
、
外
国
貨
幣

の
売
買
取
引
の
総
取
引
金
額
に
対
し
て
あ
る
一
定
の
証
拠
金
を
担
保

と
し
て
行
わ
れ
る
取
引
で
あ
り
、
顧
客
の
指
示
に
よ
り
転
売
又
は
買

戻
し
に
よ
る
差
金
決
済
若
し
く
は
受
渡
し
に
よ
る
決
済
を
行
う
外
国
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為
替
証
拠
金
取
引
で
あ
る
。
X
は
、
Y
に
対
し
て
証
拠
金
を
預
託
す

る
こ
と
で
、
予
め
合
意
さ
れ
た
倍
数
（
レ
バ
レ
ッ
ジ
）
に
相
当
す
る

多
額
の
金
額
の
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
取
引
は
基
本
的
に

は
直
物
取
引
で
あ
り
、
取
引
の
二
営
業
日
後
に
総
代
金
を
受
払
い
し

て
決
済
を
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
も
の
の
、
本
件
取
引
に
お
い
て

は
、
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
方
式
（
顧
客
か
ら
の
反
対
売
買
も
し
く
は
通

貨
の
受
渡
し
に
よ
る
決
済
の
指
示
が
な
い
限
り
、
決
済
を
自
動
的
に

繰
り
延
べ
る
方
式
）
に
よ
り
建
玉
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
件
取
引
は
、
被
告
が
提
示
す
る
外
国
通

貨
の
売
値
又
は
買
値
は
、
外
国
為
替
市
場
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
バ
ン

ク
レ
ー
ト
を
参
考
に
Y
が
独
自
に
定
め
た
為
替
レ
ー
ト
を
用
い
る
も

の
で
あ
っ
た
。
X
は
、
建
玉
を
決
済
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
実
際
に

通
貨
を
受
渡
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
し
、
反
対
売
買
に
よ
り
差
金

決
済
（
仕
切
り
）
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
X

は
、
反
対
売
買
に
よ
り
建
玉
を
決
済
す
る
都
度
、
Y
に
対
し
て
一
回

当
た
り
一
〇
〇
〇
円
な
い
し
二
〇
〇
〇
円
の
手
数
料
を
支
払
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
本
件
取
引
に
お
い
て
は
、
売
買
を
行
う
二

種
類
の
通
貨
の
金
利
差
に
応
じ
て
ス
ワ
ッ
プ
金
利
の
受
払
い
が
発
生

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
金
利
に
つ
い
て
は
毎
営
業
日
ご

と
に
Y
が
設
定
し
て
い
た
。
本
件
取
引
に
お
い
て
は
、
建
玉
に
対
し

て
毎
営
業
日
の
午
後
三
時
に
お
け
る
東
京
外
国
為
替
市
場
の
イ
ン
タ

ー
バ
ン
ク
レ
ー
ト
を
参
考
に
、
Y
が
独
自
の
方
法
で
算
出
し
た
為
替

レ
ー
ト
を
用
い
て
帳
入
値
段
を
決
定
し
、
建
玉
の
約
定
値
段
と
の
差

額
を
計
算
す
る
（
値
洗
い
）
。
そ
の
差
額
（
未
確
定
差
損
金
）
の
損

失
が
本
証
拠
金
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
顧
客
は
本
証
拠
金
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
を
追

加
証
拠
金
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
足
金
が
支
払
わ
れ

な
い
場
合
、
建
玉
に
つ
い
て
は
Y
が
決
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
Y
と
の
間
で
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を
行
い
損
失
を
被
っ
た
X
は
、

Y
に
対
し
、
同
取
引
は
賭
博
で
あ
り
公
序
良
俗
に
反
す
る
違
法
か
つ

無
効
な
取
引
で
あ
る
こ
と
、
詐
欺
に
よ
る
違
法
な
取
引
で
あ
る
こ
と
、

意
思
無
能
力
の
状
態
で
な
さ
れ
た
無
効
な
取
引
で
あ
る
と
主
張
し
て
、

不
当
利
得
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
又
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
権
に
基
づ
き
、
損
金
相
当
額
（
二
六
七
万
六
三
〇
〇
円
）
及

び
弁
護
士
費
用
（
三
〇
万
円
）
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
不
法
行
為

の
日
で
あ
る
平
成
一
六
年
＝
一
月
一
四
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法

所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
た
。

〔
判
　
旨
〕

請
求
認
容

賭
博
と
は
、

当
事
者
問
に
お
い
て
予
見
し
得
な
い
事
実
に
よ
っ
て

102



判例研究

財
物
や
財
産
上
の
利
益
の
得
喪
を
争
い
勝
敗
を
決
す
る
行
為
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
（
中
略
）
本
件
取
引
は
、
そ
の
法
的
性
質

こ
そ
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
注
文
を
し
た
時
点
以
降

の
被
告
が
外
国
為
替
市
場
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
レ
ー
ト
を
参

考
に
し
て
一
方
的
に
定
め
る
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
に
伴
っ
て
時
々

刻
々
当
事
者
間
の
権
利
関
係
が
変
動
し
、
最
終
的
に
は
当
初
の
為
替

レ
ー
ト
と
決
済
を
行
っ
た
時
点
で
の
為
替
レ
ー
ト
を
比
較
し
て
差
金

決
済
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
本
件
取
引
は
外
国
為
替
市
場
に

反
映
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
な
い
相
対
取
引
な
の
で
あ
る
か
ら
、

為
替
レ
ー
ト
の
変
動
と
い
う
当
該
取
引
と
は
無
関
係
の
偶
然
の
事
情

に
よ
っ
て
、
当
事
者
間
の
権
利
関
係
が
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
上
、
本
件
取
引
に
お
け
る
売
買
契
約
の
目
的
物
は
顧
客
が
委
託
し

た
証
拠
金
の
一
〇
倍
以
上
も
の
外
国
通
貨
で
あ
り
、
そ
の
上
で
の
差

金
授
受
に
よ
っ
て
決
済
を
行
う
場
合
、
顧
客
が
預
託
す
る
証
拠
金
に

比
し
て
相
当
高
額
の
損
益
が
短
期
間
の
う
ち
に
生
ず
る
可
能
性
の
高

く
、
射
倖
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
（
中
略
）

　
こ
の
よ
う
に
本
件
取
引
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
と
い
う
当
事
者

が
関
与
せ
ず
、
し
か
も
予
見
し
得
な
い
事
情
に
よ
っ
て
、
損
益
金
の

金
額
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
賭
博
の
構
成
要
件
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
引
形
態
は
、
公
に
認
め
ら
れ
た

取
引
所
を
通
じ
て
行
う
も
の
以
外
は
原
則
と
し
て
公
序
良
俗
に
反
す

る
違
法
な
行
為
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
（
中
略
）

　
本
件
取
引
が
法
令
に
よ
る
正
当
行
為
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
に
、
平
成
一
七
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
金
融
先
物
取
引
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
法
律
第
一
五
九
号
）
は
外

国
為
替
証
拠
金
取
引
を
含
む
店
頭
金
融
先
物
取
引
に
つ
い
て
規
定
を

置
い
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
趣
旨
は
、
登
録
さ
れ
た
業
者
に
よ
る
外

国
為
替
証
拠
金
取
引
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
本
件
取
引

を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
取
引
所
外
の
相
場
に
準

拠
し
た
差
金
授
受
を
目
的
と
す
る
行
為
を
取
引
所
外
で
行
う
こ
と
を

原
則
と
し
て
禁
じ
た
証
券
取
引
法
二
〇
一
条
、
商
品
取
引
所
法
三
二

九
条
等
の
規
定
の
存
在
に
鑑
み
れ
ば
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
法
律

に
よ
っ
て
特
に
取
引
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
当
事
者
に
よ
る
差
金

決
済
に
つ
い
て
の
み
、
業
務
行
為
と
し
て
、
賭
博
と
し
て
の
違
法
性

が
阻
却
さ
れ
る
と
い
う
法
体
系
を
採
用
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
り
、
金
融
先
物
取
引
法
の
改
正
が
さ
れ
て
特
定
の
業
者
に
よ
る

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
同
法
の

改
正
前
に
は
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
は
違
法
行
為
と
し
て
想
定
さ

れ
、
い
か
な
る
業
者
も
行
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
個
別
的
な
正
当
化
事
由
の
有
無
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
に
、
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本
件
取
引
に
お
い
て
は
現
金
一
〇
〇
〇
万
円
の
証
拠
金
及
び
時
価
相

当
額
一
八
五
万
円
の
株
券
が
被
告
に
対
し
預
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

現
金
一
〇
〇
〇
万
円
の
う
ち
七
〇
〇
万
円
は
貸
金
業
者
か
ら
借
り
入

れ
た
資
金
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
原
告
の
申
告
し
た
年
収

及
び
資
産
の
合
計
の
二
倍
を
超
え
る
出
損
を
行
っ
て
ま
で
外
国
為
替

レ
ー
ト
の
変
動
に
よ
る
リ
ス
ク
を
回
避
（
ヘ
ッ
ジ
）
す
る
合
理
的
必

要
性
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
本
件
取
引
に
お
け
る
レ
バ
レ

ッ
ジ
は
、
別
紙
建
玉
分
析
表
に
基
づ
い
て
一
豪
ド
ル
八
0
円
と
仮
定

し
た
場
合
一
六
倍
（
中
略
）
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
個
人
に
よ
る

ヘ
ッ
ジ
目
的
に
適
し
た
レ
バ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
と
は
到
底
い
え
な
い
。

　
加
え
て
、
（
中
略
）
原
告
は
本
件
取
引
を
行
っ
た
時
点
に
お
い
て

既
に
統
合
失
調
症
（
残
遺
型
）
の
慢
性
期
に
あ
り
、
自
己
の
財
産
を

管
理
・
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
、
本
件
取
引
の
仕

組
み
を
理
解
し
得
る
能
力
を
有
し
て
い
た
も
の
と
は
到
底
認
め
ら
れ

な
い
。
そ
し
て
、
原
告
を
勧
誘
し
た
被
告
の
従
業
員
は
、
そ
の
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
か
少
な
く
と
も
認
識
し
得
た
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、

こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
原
告
と
の
間
で
本
件
取
引
を
行
う
こ
と
は
、

勧
誘
行
為
も
含
め
、
社
会
的
に
相
当
で
な
い
行
為
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
（
中
略
）

　
し
た
が
っ
て
、
そ
の
他
原
告
が
主
張
す
る
点
に
つ
い
て
検
討
す
る

ま
で
も
な
く
、
本
件
取
引
は
賭
博
行
為
と
し
て
公
序
良
俗
に
反
す
る

違
法
行
為
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（
中
略
）
に
よ
れ
ば
、
原
告
が
委
託
し
た
証
拠
金
と
払
戻
金
の
差
額

は
二
六
七
万
六
三
〇
〇
円
で
あ
る
と
こ
ろ
、
原
告
は
、
被
告
と
の
本

件
取
引
に
よ
っ
て
同
額
の
損
害
を
被
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
減

額
す
べ
き
事
情
も
見
当
た
ら
な
い
。
（
中
略
）

　
本
件
の
態
様
等
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
に
お
け
る
弁
護
士
費
用
と

し
て
、
三
〇
万
円
を
被
告
の
不
法
行
為
と
相
当
因
果
関
係
あ
る
損
害

と
認
め
る
。

〔
研
　
究
〕

　
結
論
賛
成
、
理
論
構
成
反
対

一
　
本
判
決
は
、
精
神
障
害
の
病
歴
を
有
し
て
い
た
原
告
が
、
被
告

と
の
間
で
行
っ
た
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
に
よ
っ
て
損
失
を
被
っ
た

と
し
て
、
被
告
に
対
し
て
損
金
相
当
額
な
ら
び
に
弁
護
士
費
用
の
請

求
を
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
契
約
自
由
の
原
則
の
も
と
、
契
約
当

事
者
は
原
則
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
の
契
約
も
締
結
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
が
、
本
判
決
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
外
国
為
替
証
拠

金
取
引
を
「
違
法
行
為
」
「
社
会
的
に
相
当
で
な
い
」
行
為
で
あ
る

と
し
た
上
で
、
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
最
近
の

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を
め
ぐ
る
裁
判
例
が
、
適
合
性
原
則
違
反
な

い
し
説
明
義
務
違
反
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
を
し
て
い
る
（
た
と
え
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ば
札
幌
地
判
平
成
一
六
年
九
月
二
二
日
（
金
商
一
二
〇
三
号
三
一

頁
）
、
大
阪
地
判
平
成
一
六
年
四
月
一
四
日
（
金
商
一
二
〇
三
号
四

三
頁
）
、
東
京
高
判
平
成
一
四
年
一
〇
月
一
七
日
（
金
商
二
七
四

号
二
頁
）
、
東
京
地
判
平
成
一
五
年
五
月
一
四
日
（
金
商
一
一
七
四

号
一
八
頁
）
）
の
と
は
一
線
を
画
し
、
直
接
的
に
当
該
取
引
の
効
力

に
踏
み
込
ん
で
判
示
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
本
事
案
は
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
が
無
効
で
あ
る
と

判
示
し
た
判
決
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
本
事
案
の
出
典
で
あ

る
判
例
時
報
一
九
五
六
号
一
〇
五
頁
に
は
、
「
い
わ
ゆ
る
外
国
為
替

証
拠
金
取
引
は
賭
博
に
該
当
し
公
序
良
俗
に
反
す
る
違
法
か
つ
無
効

な
取
引
で
あ
る
と
し
て
、
顧
客
か
ら
業
者
に
対
す
る
、
当
該
取
引
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
失
及
び
弁
護
士
費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
が

認
め
ら
れ
た
事
例
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
、
判
決
資
料
中
、

裁
判
所
は
、
当
該
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
違
法
性
な
い
し
社
会
的

に
相
当
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
こ
れ
を
無
効
で
あ
る

と
ま
で
は
明
言
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
が
本
事
案
で

問
題
と
な
っ
た
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
効
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

二
　
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
と
は
、
当
事
者
の
一
方
が
相
手
方
に
対

し
て
、
事
前
に
取
引
金
額
の
一
部
を
証
拠
金
と
し
て
預
け
入
れ
、
こ

れ
を
担
保
と
し
て
行
う
外
国
為
替
取
引
を
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
取
引
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
日
に
成
立
し
た
改

正
金
融
先
物
取
引
法
に
よ
っ
て
、
金
融
先
物
取
引
に
該
当
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
が
、
も
と
も
と
は
一
九
九
八
年
四
月
の
外
国
為
替
及
び
外

国
貿
易
法
（
外
為
法
）
改
正
に
よ
っ
て
、
為
替
取
引
が
自
由
化
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
］
部
の
商
品
先
物
取
引
業
者
に
よ
っ
て
は

じ
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
石
戸
谷
豊
「
外
国
為
替
証
拠
金
取
引

（
1
）
（
2
）
」
月
報
司
法
書
士
二
〇
〇
五
年
八
月
号
七
八
頁
以
下
、

同
二
〇
〇
五
年
九
月
号
四
二
頁
以
下
）
。
一
九
九
八
年
外
為
法
改
正

に
よ
る
為
替
取
引
の
自
由
化
以
降
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を
直
接

規
制
す
る
法
令
や
直
接
的
な
監
督
官
庁
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

二
〇
〇
二
年
頃
か
ら
高
齢
者
：
王
婦
と
い
っ
た
者
へ
の
被
害
が
急
激

に
顕
在
化
し
た
と
さ
れ
る
（
前
掲
・
石
戸
谷
（
1
）
七
八
頁
）
。
ま

た
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
は
、
店
頭
相
対
取
引
で
あ
る
た
め
に
、

取
引
の
細
部
に
つ
い
て
は
業
者
ご
と
に
そ
の
内
容
は
変
わ
り
う
る
も

の
で
あ
る
（
前
掲
・
石
戸
谷
（
2
）
四
二
頁
）
。

　
本
件
の
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
特
徴
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
ま
ず
、
通
常
の
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
で
は
直
物
取
引
を
原
則

と
す
る
た
め
に
、
取
引
の
二
営
業
日
後
に
総
代
金
を
受
け
払
い
し
て

決
済
さ
れ
る
が
、
本
件
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
に
あ
っ
て
は
、
顧
客

か
ら
の
反
対
売
買
も
し
く
は
通
貨
の
受
渡
し
に
よ
る
決
済
の
指
示
が
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な
い
限
り
、
決
済
を
自
動
的
に
繰
り
延
べ
る
方
式
で
あ
る
、
い
わ
ゆ

る
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
引
の
目

的
で
あ
る
建
玉
を
長
期
問
に
わ
た
っ
て
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
本
件
取
引
に
あ
っ
て
は
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
業
者
は
顧

客
か
ら
の
委
託
に
基
づ
い
て
外
国
為
替
市
場
に
お
い
て
売
買
等
の
取

引
を
行
う
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
く
、
取
引
形
態
は
、
業
者
と
顧

客
と
の
問
で
の
相
対
取
引
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
取
引
に
お
い
て
利

用
さ
れ
る
為
替
レ
ー
ト
は
、
外
国
為
替
市
場
を
直
接
反
映
す
る
も
の

で
は
な
く
、
業
者
が
外
国
為
替
市
場
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
レ

ー
ト
を
参
考
に
し
て
業
者
が
一
方
的
に
定
め
る
（
為
替
）
レ
ー
ト
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
最
終
的
に
は
当
初
の
（
為
替
）
レ
ー

ト
と
決
済
を
行
っ
た
時
点
で
の
（
為
替
）
レ
ー
ト
を
比
較
し
て
差
金

決
済
を
行
う
取
引
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引

の
場
合
に
は
、
現
実
に
発
生
し
た
金
利
の
清
算
を
行
う
の
で
は
な
く
、

単
に
そ
う
し
た
合
意
の
も
と
に
差
金
決
済
を
行
う
た
め
に
、
こ
う
し

た
取
引
は
利
息
付
消
費
貸
借
契
約
に
は
該
当
せ
ず
（
消
費
貸
借
契
約

の
要
物
性
（
民
法
五
八
七
条
）
か
ら
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
当
然
で

あ
ろ
う
）
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
は
、
射
倖
契
約
の
性
質
を
有
す

る
無
名
契
約
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
効
力
に
関
し
て
、
裁
判
所
は

取
引
の
詳
細
を
事
実
認
定
し
た
上
で
判
決
を
下
す
が
、
そ
れ
を
要
約

す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
は
賭
博
に
該
当
す
る
か

ら
、
公
に
認
め
ら
れ
た
取
引
所
を
通
じ
て
行
う
も
の
以
外
は
原
則
と

し
て
公
序
良
俗
に
反
す
る
違
法
な
行
為
で
あ
り
、
当
該
取
引
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
失
及
び
弁
護
士
費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
法
九
〇
条
は
「
公
の

秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
律
行
為
は
、

無
効
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
し
本
件
判
旨
を
外

国
為
替
証
拠
金
取
引
は
賭
博
行
為
で
あ
る
の
で
民
法
九
〇
条
に
基
づ

き
無
効
と
判
示
し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
↓
ヨ
事
者
間

の
法
律
関
係
は
無
に
帰
す
る
わ
け
だ
か
ら
ー
、
そ
の
事
後
処
理
は

民
法
七
〇
三
条
以
下
の
不
当
利
得
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
原
則
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
は
、
こ
う
し
た
不
当
利
得
的
構
成

で
は
な
く
、
「
公
序
良
俗
に
反
す
る
違
法
な
法
律
行
為
」
に
よ
っ
て
、

民
法
七
〇
九
条
所
定
の
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
認
め

る
と
い
う
構
成
を
採
用
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
民
法
九
〇

条
に
よ
っ
て
法
律
行
為
が
無
効
と
な
る
た
め
の
法
律
要
件
と
し
て
の

違
法
性
と
、
不
法
行
為
（
民
法
七
〇
九
条
）
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
請

求
権
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
法
律
要
件
た
る
違
法
性
は
、
そ
の
内
容

が
異
な
り
う
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
法
律
行
為
の
有

効
・
無
効
と
い
う
側
面
と
、
不
法
行
為
の
成
否
と
は
別
次
元
の
問
題

な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
判
旨
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
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当
該
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
が
賭
博
に
該
当
す
る
か
否
か
と
い
う
法

律
行
為
の
有
効
性
の
検
討
が
、
結
論
的
に
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
損

害
賠
償
請
求
権
の
発
生
と
い
う
民
事
責
任
の
成
否
の
問
題
に
す
り
か

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
裁
判
所
の
理
論
構
成
に
対
し
て

異
論
を
唱
え
る
こ
と
は
た
や
す
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
裁
判
所
が
い
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
当
該

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
が
適
法
な
法
律
行
為
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
本
件
判
旨
中
、
裁
判
所
が
何
を
も
っ
て
当
該
法
律
行

為
の
違
法
性
を
導
き
出
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。

三
　
こ
の
点
、
本
件
判
旨
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
賭
博
と
は
、
当
事
者

間
に
お
い
て
予
見
し
得
な
い
事
情
に
よ
っ
て
財
物
や
財
産
上
の
利
益

の
得
喪
を
争
い
勝
敗
を
決
す
る
行
為
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」
と
一
般

論
を
展
開
す
る
。
こ
れ
は
刑
法
一
八
五
条
以
下
の
い
わ
ゆ
る
賭
博
罪

の
規
定
の
解
釈
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
刑
法
一
八
五

条
本
文
は
「
賭
博
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科

料
に
処
す
る
」
と
規
定
す
る
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
賭
博
と
は

何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
明
文
上
の
定
義
を
有
さ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
刑
法
上
の
賭
博
の
意
義
が
問
題
と
な
る
が
、
一
般
に
、
賭
博
と

は
、
偶
然
の
勝
敗
に
よ
り
財
物
や
財
産
上
の
利
益
の
得
喪
を
争
う
行

為
を
い
う
と
さ
れ
（
西
田
典
之
『
刑
法
各
論
（
第
三
版
）
』
（
弘
文
堂
、

平
成
一
七
年
）
三
六
二
頁
）
、
こ
う
し
た
賭
博
の
処
罰
根
拠
に
つ
い

て
、
判
例
は
「
勤
労
そ
の
他
正
当
な
原
因
に
因
る
の
で
は
な
く
、
単

な
る
偶
然
の
事
情
に
因
り
財
物
の
獲
得
を
僥
倖
せ
ん
と
相
争
う
が
ご

　
　
　
　
　
マ
マ

と
き
は
、
国
氏
を
し
て
怠
惰
浪
費
の
弊
風
を
生
ぜ
し
め
、
健
康
で
文

化
的
な
社
会
の
基
礎
を
成
す
勤
労
の
美
風
（
憲
法
第
二
七
条
】
項
参

照
）
を
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
甚
だ
し
き
は
暴
行
、
脅
迫
、
殺
傷
、

強
盗
そ
の
他
の
副
次
的
犯
罪
を
誘
発
し
又
は
国
民
経
済
の
機
能
に
重

大
な
障
害
を
与
え
る
恐
れ
す
ら
あ
る
（
最
大
判
昭
和
二
五
年
一
一
月

二
一
日
刑
集
第
四
巻
二
号
二
三
八
0
頁
）
」
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
民
法
九
〇
条
が
規
定
す
る
「
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良

の
風
俗
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
律
行
為
」
の
解
釈
と
し
て
、

刑
法
上
の
賭
博
罪
の
構
成
要
件
な
ら
び
に
違
法
性
阻
却
事
由
を
も
っ

て
し
て
一
律
に
法
律
行
為
を
無
効
と
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
点
よ
り
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
、
第
↓
点
目
と
し
て
、
こ
う
し
た
賭
博
罪
の
構
成
要
件
の
内

実
は
、
契
約
の
分
類
の
ひ
と
つ
で
あ
る
射
倖
契
約
の
定
義
と
実
質
的

に
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
射
倖
契
約

と
は
』
方
ま
た
は
双
方
の
当
事
者
の
契
約
上
の
具
体
的
な
給
付
義
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務
が
発
生
す
る
か
否
か
ま
た
は
そ
の
大
小
い
か
ん
が
、
偶
然
な
出
来

事
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
従
っ
て
当
事
者
の
な
す
具
体
的
な
給
付
相

互
間
の
均
衡
関
係
が
偶
然
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
契
約
（
大
森
忠
夫

『
保
険
法
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
三
二
年
）
八
四
頁
）
」
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
そ
う
し
て
、
大
森
博
士
に
よ
れ
ば
、
射
倖
契
約
と
い
う
契
約
の

分
類
そ
れ
自
体
に
は
、
何
ら
反
倫
理
的
な
要
素
は
含
ま
れ
て
い
な
い

と
す
る
（
大
森
忠
夫
「
保
険
契
約
の
射
倖
契
約
性
」
『
保
険
契
約
の

法
的
構
造
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
二
七
年
）
）
。
こ
の
見
解
に
立
て
ば
、

あ
る
契
約
が
射
倖
契
約
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
そ
の
契
約

構
造
に
立
脚
し
た
性
質
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
の
み
で

た
だ
ち
に
民
法
九
〇
条
の
適
用
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
次
に
、
第
二
点
目
と
し
て
、
民
事
法
分
野
で
の
議
論
が
こ
の
思
考

方
法
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
た
と
え
ば
我
妻
説
に
よ
れ

ば
、
民
法
九
〇
条
が
適
用
さ
れ
る
場
面
を
類
型
化
す
る
際
に
「
著
し

く
射
倖
的
な
も
の
」
と
い
う
類
型
を
挙
げ
て
、
こ
れ
に
該
当
す
る
法

律
行
為
を
無
効
と
す
る
（
我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
（
民
法
講
義

1
）
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
〇
年
）
二
八
二
頁
）
。
こ
の
見
解
を
反

対
解
釈
す
れ
ば
、
「
単
に
」
射
倖
的
な
法
律
行
為
は
民
法
九
〇
条
の

適
用
を
み
ず
に
、
当
該
法
律
行
為
は
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
賭
博
罪
の

構
成
要
件
と
い
う
定
式
で
な
く
、
射
倖
性
の
程
度
と
い
う
量
的
差
異

に
よ
っ
て
民
法
九
〇
条
の
適
用
の
可
否
を
決
す
る
こ
と
と
な
る
は
ず

だ
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
第
三
点
目
と
し
て
、
こ
う
し
た
外
国
為
替
証
拠
金
取
引

が
、
一
般
論
と
し
て
賭
博
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
枠

組
み
は
、
法
的
安
定
性
を
欠
い
た
判
断
基
準
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
に
よ
り
顧
客
が
損

失
を
被
っ
た
場
合
に
、
会
社
の
取
締
役
に
旧
商
法
二
六
六
条
一
項
に

基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
東
京
高
裁
平
成

一
八
年
九
月
二
一
日
判
決
（
金
商
一
二
五
四
号
三
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、

本
判
決
と
ほ
ぼ
同
様
の
理
論
枠
組
み
に
よ
っ
て
外
国
為
替
証
拠
金
取

引
が
賭
博
に
該
当
す
る
旨
を
判
示
す
る
が
、
こ
の
原
判
決
（
東
京
地

判
平
成
一
八
年
九
月
二
一
日
金
商
一
二
五
四
号
四
二
頁
）
は
、
同
じ

理
論
を
用
い
な
が
ら
も
、
こ
れ
と
全
く
正
反
対
に
、
賭
博
該
当
性
を

否
定
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
外
国
為
替
証
拠
金
取

引
の
効
力
一
般
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
民
法
九
〇
条
と
い
う
一

般
条
項
に
よ
っ
て
当
該
法
律
行
為
の
効
力
を
断
じ
て
し
ま
う
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
に
お
け
る
特
殊
事
情
が
当
該
法

律
行
為
の
効
力
に
影
響
を
与
え
る
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

る
。　
し
た
が
っ
て
、
以
上
こ
う
し
た
三
点
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
判
旨

の
態
度
は
正
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。
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四
　
こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
、
本
件
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
が

「
賭
博
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
、
判
旨
の
実
質
的
な
判

断
基
準
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
よ
う
。
本
件
判
旨
は
、

当
該
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
が
原
則
と
し
て
公
序
良
俗
に
反
す
る
違

法
な
行
為
で
あ
る
と
判
示
す
る
に
際
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
注
文
を
し
た
時
点
以
降
の
被
告
が
外
国
為
替
市
場
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
レ
ー
ト
を
参
考
に
し
て
一
方
的
に
定
め
る

為
替
レ
ー
ト
の
変
動
に
伴
っ
て
時
々
刻
々
当
事
者
間
の
権
利
関
係
が

変
動
し
、
最
終
的
に
は
当
初
の
為
替
レ
ー
ト
と
決
済
を
行
っ
た
時
点

で
の
為
替
レ
ー
ト
を
比
較
し
て
差
金
決
済
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
し

か
も
本
件
取
引
は
外
国
為
替
市
場
に
反
映
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

な
い
相
対
取
引
な
の
で
あ
る
か
ら
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
と
い
う
当

該
取
引
と
は
無
関
係
の
偶
然
の
事
情
に
よ
っ
て
、
当
事
者
間
の
権
利

関
係
が
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
本
件
取
引
に
お
け
る
売

買
契
約
の
目
的
物
は
顧
客
が
委
託
し
た
証
拠
金
の
一
〇
倍
以
上
も
の

外
国
通
貨
で
あ
り
、
そ
の
上
で
の
差
金
授
受
に
よ
っ
て
決
済
を
行
う

場
合
、
顧
客
が
預
託
す
る
証
拠
金
に
比
し
て
相
当
高
額
の
損
益
が
短

期
間
の
う
ち
に
生
ず
る
可
能
性
の
高
く
、
射
倖
性
の
高
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

判
旨
は
、
以
下
の
三
点
か
ら
本
件
取
引
が
賭
博
に
該
当
す
る
と
認
め
、

そ
の
結
果
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
は
原
則
と
し
て
公
序
良
俗
に
反

す
る
違
法
な
行
為
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
本
件
取
引
は
、
事
業
者
側
が
一
方

的
に
定
め
る
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
に
伴
っ
て
権
利
関
係
が
変
動
し
、

最
終
的
に
は
当
初
の
為
替
レ
ー
ト
と
決
済
時
点
の
為
替
レ
ー
ト
と
の

比
較
に
よ
っ
て
差
金
決
済
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
本
件
取
引

は
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
と
い
う
当
該
取
引
と
は
無
関
係
な
偶
然
の

事
情
に
よ
っ
て
当
事
者
間
の
権
利
関
係
が
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
③
本
件
取
引
の
目
的
物
は
証
拠
金
の
一
〇
倍
以
上
の
外
国
通
貨

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
損
益
が
短
期
間
の
う
ち
に
生
ず
る
可
能
性
が
高

く
、
射
倖
性
が
高
い
取
引
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
、
本
件
取
引
が
差
金
決
済
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
証
券
取
引
法
一
一
〇
一
条
な
ら
び
に
商
品
取
引

所
法
三
二
九
条
の
規
定
の
存
在
が
念
頭
に
あ
る
判
示
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
証
券
取
引
法
二
〇
一
条
な
ら
び
に
商
品
取
引
所

法
三
二
九
条
は
、
取
引
所
に
よ
ら
な
い
差
金
決
済
に
よ
る
取
引
を
刑

事
罰
の
対
象
と
し
て
い
る
。
本
件
取
引
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
法
律

の
適
用
も
受
け
な
い
取
引
で
あ
る
が
、
そ
の
取
引
の
類
似
性
に
着
目

し
た
違
法
性
の
判
断
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
は
特

別
刑
法
上
の
問
題
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
直
接
的
に
民
事
上
の
効
力

を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
次
に
、
②
「
本
件
取
引
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
と
い
う
当
該
取
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引
と
は
無
関
係
な
偶
然
の
事
情
に
よ
っ
て
当
事
者
間
の
権
利
関
係
が

変
動
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
果
た
し
て
そ
の

こ
と
を
も
っ
て
し
て
直
ち
に
法
律
行
為
が
無
効
と
な
る
の
か
と
い
う

点
に
お
い
て
、
疑
間
が
残
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外

国
為
替
取
引
を
行
う
際
に
、
殊
に
こ
れ
が
差
金
決
済
で
行
わ
れ
る
本

件
の
よ
う
な
事
例
を
想
定
し
て
み
る
と
、
当
事
者
は
投
機
の
一
環
と

し
て
当
該
取
引
を
行
う
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
為
替

レ
ー
ト
の
変
動
と
い
う
こ
と
が
、
当
事
者
に
と
っ
て
顧
慮
す
べ
き
重

要
な
動
機
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た

取
引
を
外
形
上
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
は
外
国
通
貨
の
売
買
を
行
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
と
は
い
え
、
実
質
的
に
こ
れ
を
見
れ
ば
、
為
替
レ

ー
ト
の
変
動
に
よ
る
当
事
者
間
の
損
益
を
争
う
行
為
で
あ
り
、
こ
う

し
た
取
引
に
あ
っ
て
は
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
そ
の
も
の
が
、
当
事
者

間
の
取
引
に
お
け
る
顧
慮
す
べ
き
重
要
な
動
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
こ
う
し
た
動
機
自
体
が
「
著
し
く
射
倖
的
で
あ
る
」
と
し
て
、

そ
こ
に
違
法
性
を
み
い
だ
す
の
で
あ
れ
ば
、
民
法
九
〇
条
の
適
用
と

い
う
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
判
旨
の
こ
の
部
分
は
、

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
構
造
上
の
違
法
性
を
指
し
示
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で

あ
る
が
、
今
日
の
高
度
に
複
雑
化
さ
れ
た
金
融
取
引
を
念
頭
に
置
い

た
場
合
に
、
こ
う
し
た
客
観
的
判
断
枠
組
み
の
み
で
一
律
に
解
決
を

図
る
こ
と
は
現
実
的
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
動
機
は
原
則

と
し
て
法
律
行
為
の
効
力
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
法
律
行
為
論

の
セ
オ
リ
ー
に
加
え
、
判
旨
の
こ
の
部
分
は
、
契
約
自
由
の
原
則
に

抵
触
す
る
内
容
の
判
断
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
い
ず
れ
に
せ
よ
、
判
旨
は
、
本
件
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
に
内
在

す
る
質
的
な
構
造
に
違
法
性
を
見
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
取
引
に
内
在
す
る
質
的
な
違
法

性
の
存
在
を
指
摘
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
事
業
者
側
が

一
方
的
に
（
為
替
）
レ
ー
ト
を
設
定
し
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
違

法
性
を
見
出
す
べ
き
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
が

為
替
レ
ー
ト
の
変
動
と
い
う
偶
然
な
事
情
を
も
っ
て
取
引
の
対
象
と

し
て
い
る
と
い
い
う
る
本
件
の
よ
う
な
取
引
に
あ
っ
て
は
、
当
事
者

双
方
に
と
っ
て
偶
然
な
事
情
を
対
象
と
し
た
取
引
で
な
け
れ
ば
、
当

事
者
双
方
は
取
引
を
す
る
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
射
倖
契
約
に
内
在
す
る
無
効
原

因
（
法
律
行
為
の
有
効
要
件
）
に
関
す
る
｝
般
理
論
に
よ
れ
ば
、
射

倖
契
約
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
要
件
の
ひ
と
つ
に
、
約

定
の
事
故
が
当
事
者
の
双
方
に
と
っ
て
偶
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
（
拙
稿
「
射
倖
契
約
に
お
け
る
コ
ー
ズ
の
法
理
」
『
神

戸
学
院
法
学
』
第
三
四
巻
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
二
三
頁
以
下
）
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が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
事
業
者
側
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た

方
法
に
よ
る
と
は
い
っ
て
も
、
一
方
的
に
為
替
レ
ー
ト
を
設
定
し
た

と
い
う
と
こ
ろ
に
、
合
意
の
基
礎
を
欠
く
無
効
原
因
が
存
在
し
て
い

る
と
い
う
可
能
性
は
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し

て
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
な
外
国
為
替
証
拠

金
取
引
に
は
民
法
九
〇
条
で
は
な
く
、
契
約
構
造
上
の
無
効
原
因
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

本
件
か
ら
理
解
さ
れ
る
事
実
関
係
の
も
と
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て

の
取
引
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
っ
て
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
最
後
に
③
の
射
倖
性
の
高
さ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る

に
、
本
件
取
引
に
あ
っ
て
は
、
委
託
さ
れ
た
証
拠
金
に
比
し
て
売
買

契
約
の
目
的
物
の
倍
数
（
レ
バ
レ
ッ
ジ
）
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
指

摘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
当
該
法
律
行
為
の
量
的
な
構
造

に
違
法
性
を
見
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

レ
バ
レ
ッ
ジ
の
高
低
は
、
顧
客
に
よ
っ
て
個
人
差
の
あ
る
相
対
的
な

問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を
行
う
に
あ

た
っ
て
も
、
あ
る
者
に
と
っ
て
は
証
拠
金
に
比
し
て
相
当
程
度
高
額

の
損
益
を
短
期
間
の
う
ち
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
取
引
を
行
う
必

要
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
別
の
者
に
と
っ
て
は
そ
う
し

た
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
。
そ
う
し

て
本
件
に
あ
っ
て
は
、
顧
客
の
置
か
れ
た
状
況
か
ら
し
て
、
こ
う
し

た
取
引
を
行
う
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
倍
数
（
レ
バ
レ
ッ
ジ
）
が
高
か

っ
た
と
い
う
こ
と
を
判
示
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
い

わ
ゆ
る
適
合
性
の
原
則
と
実
質
的
に
同
じ
内
容
を
指
し
示
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
適
合
性
の
原
則
と
は
、

顧
客
の
知
識
、
経
験
及
び
財
産
の
状
況
に
照
ら
し
て
不
適
当
と
認
め

ら
れ
る
勧
誘
を
行
っ
て
投
資
者
の
保
護
に
欠
け
な
い
よ
う
努
め
る
業

法
上
の
義
務
で
あ
る
（
た
と
え
ば
証
券
取
引
法
四
三
条
一
項
）
。
も

っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
業
法
で
あ
る
か
ら
、
適
合
性
原
則
違
反
自
体
に

民
事
効
を
付
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
否
定
的
な
見
解
も
見
ら
れ
る

が
（
池
田
和
世
「
金
融
商
品
販
売
法
の
改
正
の
概
要
」
金
法
一
七
七

九
号
五
四
頁
）
、
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
「
証
券
会
社
の
担
当
者
が
、
顧

客
の
意
向
と
実
情
に
反
し
て
、
明
ら
か
に
過
大
な
危
険
を
伴
う
取
引

を
積
極
的
に
勧
誘
す
る
な
ど
、
適
合
性
の
原
則
か
ら
著
し
く
逸
脱
し

た
証
券
取
引
の
勧
誘
を
し
て
こ
れ
を
行
わ
せ
た
と
き
は
、
当
該
行
為

は
不
法
行
為
上
も
違
法
と
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
判

平
成
一
七
年
七
月
一
四
日
（
金
法
一
七
六
二
号
四
一
頁
）
）
」
と
し
て

そ
の
民
事
上
の
効
力
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
適
合
性
の

原
則
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
裏
か
ら
見
れ
ば
、
業
者

側
が
顧
客
に
と
っ
て
本
来
は
不
必
要
な
取
引
に
顧
客
を
導
き
、
あ
る

い
は
事
実
上
の
強
制
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
顧
客
が
取
引
に
入
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
顧
客
は
そ
も
そ
も
理
性
に
基
づ
く
合
理
的
な
意
思
表
示
を

行
っ
た
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
疑
う
余
地
も
あ
る
し
、
殊
に
本
件

に
お
け
る
顧
客
の
病
歴
な
ど
か
ら
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
は
意

思
能
力
の
問
題
と
し
て
処
理
す
れ
ば
そ
れ
で
充
分
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
も
っ
と
も
、
前
掲
最
高
裁
判
決
の
よ
う
に
、
適
合
性
原
則
違
反

と
判
示
し
た
場
合
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
認
容
す

る
の
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、
意
思
能
力
の
問
題
と
し
て
捉
え
る

と
、
当
該
法
律
行
為
の
無
効
を
判
示
し
た
上
で
さ
ら
に
民
法
七
〇
九

条
の
適
用
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

一
般
に
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
の
場
合
に
は
、
弁
護
士

費
用
の
賠
償
も
認
め
ら
れ
る
と
す
る
が
（
最
高
裁
昭
和
四
四
年
二
月

二
七
日
判
決
（
民
集
二
三
巻
二
号
四
四
一
頁
）
）
、
不
当
利
得
に
基
づ

く
処
理
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

五
　
本
判
決
に
お
い
て
は
、
当
該
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
賭
博
該

当
性
に
つ
い
て
肯
定
し
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
の
場
合
に
違
法
性
阻
却

事
由
の
存
否
を
検
討
し
て
い
る
。
判
旨
の
こ
の
部
分
が
法
律
行
為
の

効
力
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
不
法
行
為
に
お
け
る

権
利
侵
害
な
い
し
違
法
性
を
検
討
し
て
い
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
定

か
で
は
な
い
。
も
し
も
、
こ
れ
が
契
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
上
で

民
法
九
〇
条
の
適
用
の
有
無
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

一
方
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
適
法
性
や
正
当
事
由
の
立
証
責
任
を
積

極
的
に
業
者
に
課
し
た
判
決
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
こ
と
と
な
る
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
判
決
は
、
通
常
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
立
証
責

任
の
分
配
の
あ
り
方
を
転
換
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
は
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
に
よ
る
被
害
を
被
っ
た
顧
客
に
対
す
る

保
護
の
要
請
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

他
方
に
お
い
て
、
私
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
私
的
自
治
の
原
則
が

妥
当
し
、
こ
れ
が
契
約
関
係
に
あ
っ
て
は
、
契
約
自
由
の
原
則
と
し

て
契
約
当
事
者
は
原
則
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
・
方
式
の
契
約
も

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
そ
の
効
力
は
有
効
で
あ
る
と
い
う

原
則
論
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
律
行
為
の
有
効
性

を
判
断
す
る
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

契
約
自
由
の
原
則
に
対
す
る
例
外
の
ひ
と
つ
に
民
法
九
〇
条
が
あ
る

と
法
律
構
成
す
る
以
上
は
、
無
効
な
法
律
行
為
を
例
外
的
に
違
法
性

阻
却
事
由
あ
り
と
し
て
有
効
な
法
律
行
為
に
す
る
と
い
う
の
は
、
原

則
と
例
外
と
を
入
れ
替
え
た
法
律
行
為
の
有
効
性
の
判
断
基
準
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
の
法
律
行
為
論
で
は
、
合
意
な
い
し
契
約

の
存
在
が
い
っ
た
ん
認
め
ら
れ
た
以
上
、
そ
れ
ら
は
原
則
的
に
有
効

で
あ
り
、
例
外
的
に
無
効
原
因
（
い
わ
ゆ
る
法
律
行
為
の
有
効
要

件
）
が
存
在
す
る
と
き
の
み
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
否
定
す
る
と
い
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う
体
系
を
有
し
て
い
る
。
本
件
判
旨
は
刑
法
上
の
違
法
性
阻
却
事
由

と
い
う
思
考
方
法
に
則
っ
て
こ
の
部
分
の
判
決
を
下
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
刑
法
と
民
事
法
を
混
同
し
た
も
の
で
あ
る

と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
判
旨
の
い
う
と
こ
ろ
の

「
賭
博
」
が
、
民
法
九
〇
条
の
適
用
を
受
け
る
が
、
例
外
的
に
違
法

性
阻
却
事
由
な
い
し
正
当
化
事
由
に
よ
っ
て
有
効
化
さ
れ
る
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
違
法
性
阻
却
事
由
な
い
し
正
当
化
事
由
に
よ
っ
て
、

契
約
の
本
来
的
性
質
と
し
て
は
無
効
で
あ
る
も
の
が
、
こ
う
し
た
事

由
の
存
在
に
よ
っ
て
適
法
化
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

こ
と
は
、
法
が
本
来
的
に
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
事

項
を
目
的
と
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
が
故
を
も
っ
て
無
効
な
効
力
し
か

有
さ
な
い
は
ず
の
法
律
行
為
の
効
力
を
積
極
的
に
認
め
、
法
が
そ
の
実

現
に
助
力
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方

は
き
わ
め
て
実
証
主
義
的
で
あ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

六
　
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
本
件
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
す
る
も
の

の
、
そ
の
理
論
構
成
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
本

件
に
あ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
業
者
側
が
一
方
的
に
為
替
レ
ー
ト
を
決

定
し
た
等
の
当
該
契
約
の
構
造
上
の
無
効
原
因
を
指
し
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
解
決
を
図
る
か
、
あ
る
い
は
適
合
性
原
則
違
反
、
意
思
無
能

力
状
態
で
な
さ
れ
た
法
律
行
為
と
い
う
理
論
構
成
に
よ
る
解
決
を
図

る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
も
し
、
本
件
の
よ
う
な
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
が
一
律
に
民
法
九

〇
条
の
適
用
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
と
判
示
し
て
し
ま
う
の
で
あ
れ

ば
、
当
該
取
引
に
よ
っ
て
損
失
を
被
っ
た
顧
客
側
か
ら
の
無
効
な
い

し
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
反
面
、
業
者
側
か
ら
顧
客
へ
の
無

効
な
い
し
損
害
賠
償
も
同
様
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
民
法
九
〇
条
に
よ
る
解
決
は
、
顧

客
側
の
み
な
ら
ず
、
業
者
側
か
ら
の
無
効
主
張
も
許
す
と
い
う
意
味

で
、
両
刃
の
剣
と
な
り
う
る
法
律
判
断
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を
巡
る
最
近
の
裁
判
例
の
中
で
、
業
者

側
が
原
告
と
な
る
訴
訟
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
取
引

類
型
に
あ
っ
て
は
、
当
該
取
引
類
型
に
お
け
る
本
質
的
な
違
法
性
が

そ
の
取
引
構
造
の
上
で
存
在
し
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
当
事
者
は
最
終
的
な
損
益
に
つ
い
て
契
約
当
初
に
は

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
射
倖
契
約
と
し
て
の
合
意

を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
事

情
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
「
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風

俗
」
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
か
ら
無
効
と

い
う
の
で
は
な
く
、
契
約
構
造
、
つ
ま
り
当
事
者
の
意
思
表
示
自
体

に
そ
の
無
効
原
因
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
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